【第２回松川浦の未来を語るゼミナール】

伊藤香織氏（東京理科大准教授）
講演会　
「危機を乗り越えた

町のデザイン」

世界には様々な危機があり、それによって大きなダメージを受けてきたまちがたくさんあります。しかし、それを乗り越えて良いまちを作っていこうという意志を持った人たちがいることもまた事実です。自然災害だけでなく、戦災、爆弾テロ、貧困と麻薬犯罪、独裁政治など、危機を乗り越えてまちを再生した世界の事例をご紹介します。地域の良さを見つめ直しつつ、まちの未来のために、新たな空間デザインの可能性を、参加者の皆さんと一緒に考えてみたいと思います。
●９月４日（日）13：30～

●はまなす館2階会議室

●入場無料

伊藤香織氏プロフィール：東京理科大学理工学部建築学科准教授。専門は都市空間デザイン/都市情報デザイン。東京生まれ。東京大学大学院修了、博士（工学）。東京大学空間情報科学研究センター助手を経て、東京理科大学専任講師、2008年より現職。主著に『シビックプライド：都市のコミュニケーションをデザインする』（宣伝会議刊）など。2006年よりシビックプライド研究会を主宰し、多分野の連携によりシビックプライド（まちに対する自負や愛着）とコミュニケーションの研究、提案を行う。また、都市を舞台にアートプロジェクトを展開するアートユニット「東京ピクニッククラブ」を2002年より共同主宰し、公共空間に対する提案を行っている。
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